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文化祭
風3 集客多い、音楽系クラブ9月10(±)～11B(日）

前年の酷暑に比べ、若干しのぎやすくなったとはいえ、やはり厳しい暑

さの中、熱中症対策を実施し2日間開催しました。

豊高文化祭の名物となった3年生の｢劇｣を中

’
心に、各クラスの企画や文化部の発表で、来校

された方々に豊高の文化レベルの高さをアピー

ルできました同

3年生は夏休みから本格的に準備や稽古を始

め、下級生に文化祭の取組の模範となっていま

した。舞台を終えた後の充実感と満足感がそれ

ぞれの表情に出ていました。

文化部の舞台では、部員の多い音楽系のクラブやダンス部が、たくさ

また閉会式では優勝チームだ

けではなく、全チームの応援団

長のスピーチが恒例になってお

り、それぞれの思いを自分の言

葉で語ってくれました。季節はず

れの暑さの中、1000名を超える

来場者があり、熱く燃えた一日

になりました。

んの観客を集めていました。また、部員の少ないクラブも、クラスとは一

味違う工夫を凝らした発表や展示を行い、日頃の成果を見せていました。

他に､’恒例となっているiPTAの｢憩いのスペース｣や､3年目となる豊左会

(PTAの同窓会）「バザー市｣な

ども行われました。画

入場者数は昨年とほぼ同じ

で、校内が人であふれる状況で

した。

修学旅丘」
道央の自然を楽しむ7月6日～9日
2年生65期生の修学旅行は1学期期末考査終了直後に、北海道道央へ

3泊4日の予定で実施しました。

到駕!まﾂ旦欝覗蕊墓慧震言＝
した｡その後､富良野に移動し満開のラベンダー

に癒されました。

2日目の午前中は、コースに分かれてのラフ

ティングとファームビジット。天候にも恵まれ、

ラフティングでは北海道の大自然を満喫し、

ファームビジットでは農業体験の後でメロンや

チーズケーキをごちそうになりました。午後か

ら事前に希望したメニュー（旭山動物園・マウニ皇室二登星_■ ら事前に希望したメニュー（旭山動物園・マウンテンバイク・清流魚釣り・

生キャラメルとアイス作り)を体験しました。3日目の午前中も希望した体

験メニューを楽しんでから、4時間かけて定山渓ビューホテルヘ向かいま

した。最後の夜は全体レクリエーションが開かれ、生徒が趣向を凝らした

出し物を次々に演じ歌い、楽しい時間を過ごしました。

最終日は、小樽でクラス写真を撮影後、グループに分かれて小樽の街

を自由散策しました。生徒は昼食では小樽の味を堪能し、たくさんのお土

産を買っていました。その後新千歳空港に向け出発。夕刻楽しかった北海

道を後にし、全員無事に伊丹空港に到着しました。

この間、ホームページには、例年同様に修学旅行ブログが開設され、

リアルタイムで報告が掲載され、非常に多くのアクセスがありました。

灘
2月11日(土>から16日(木)の

6日間

校内の3年生の教室に美術と

蓄道選択者の作品を展示する造

形二科展を開催しました。美術

では油絵や陶芸作品を、書道で

は刻字や臨讐などが展示され、

個‘性豊かな素晴らしい作品に来校された保護者の方々もたいへん感心さ

れていました。 ’
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豊中54-43北淀

箕面自由8O-39豊中

豊中40-36桜塚

刀根山61-47豊中

▽北地区公立校大会

豊中101-47池田北

茨木7O-57豊中

豊中144-25北摂つばさ

吹田東74-54豊中

東淀川75-58豊中

▽大阪高校新人大会

豊中72-63吹田

大阪学院106-51豊中

(女子）

▽高校総体予選

（1回戦)豊中81-32勝山

（2回戦)豊中107-41関却上陽

（3回戦)豊中90-51大阪市立

（4回戦)豊中56-48大体大浪商

▽大阪高校総体

（1回戦)豊中81-49港

（2回戦)豊中71-43泉陽

（3回戦)豊中68-52東

（4回戦)豊島93-43豊中

▽豊中会長杯準優勝

▽北地区公壷校大会

（予選)豊中111-41渋谷

豊中101-54箕面

豊中100-31北野

豊中106-42吹田東

体選)豊中80-60千里

豊中75-29三島

（決勝)豊島87-48豊中

（1回戦)堺東60-47豊中

▽さつき杯優勝

▽大阪高校新人大会北地区予選

（1回戦)豊中75-53大阪学院

▽豊中市民大会3位

▽大阪高校総体

団体本戦出場

シングルス2名本戦出場

▽大阪公立大会

団体本戦ベスト16

シングルス本戦出場ベスト32

▽秋季赤坂杯

シングルス本戦ベスト8

ダブルス本戦ベスト8

▽第1学区トーナメント

シングツレスベスト8

▽栗田杯(団体戦）本戦ベスト8

▽学区選抜シングルス1名出場

◆バドミントン

(男子）

▽豊中市民大会

ダブルス3部2位

ダブルス4部1位

▽豊能大会

シングルス上級2位

▽北摂大会

団体2位

ダブルス初級3位

シングルス初級3位

(女子）

▽豊能大会

ダブルス上級準優勝

シングルス上級3位

◆薙刀

▽春桑大会兼高校総体予選兼国体1次予選

団体戦3位

▽大阪高校総体団体戦3位

▽近畿大会大阪予選

団体戦3位近磯大会出場決定

演技ベスト8

▽村上杯

豊高スポーツ
女子1年400m6位

女子1年砲丸投げ5位

女子1年200m準決勝進出

男子2年400m準決勝進出

男子4×:400m準決勝進出

◆剣道

▽全国高校選手権大阪府予選

近畿高校大会大阪府予選

男子団体ベスト16

男子個人ベスト8

▽大阪高校新人大会

全国高校選抜大会大阪府予選

女子団体ベスト16

▽正思大会

男子団体3位

個人最優秀選手賞

◆卓球

▽大阪高校総体

（1回戦)寝屋川3-o豊中

▽チャレンジカップ

（1回戦)大阪学院2-1豊中

平成23年度の記録

づ
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◆野球

▽全国高校選手権大阪大会

（2回戦)東10－9豊中

▽秋季大会

（2回戦)貝塚7-3豊中

◆アメリカンフットボール

▽春季大会

豊中57-0大正

豊中14-13関西大倉

豊中6-3清風

大産大附属28-7豊中

大阪府準優勝

▽関西大会

豊中10-7立命館宇治

海陽学園14-12豊中

関西大会ベスト8

▽秋季大会

関西大倉33-19豊中

桃山学院28-o豊中

◆サッカー

▽全国高校選手権大阪大会

（1回戦)豊中13-0大阪学芸中等

｜◆文化部◆’

◆音楽

▽第43回音楽会出演

◆ダンス

▽全国ダンススタジアム決勝進出

◆吹奏楽

▽北摂地区大会金賞

▽大阪府アンサンブルコンテスト

金賞

▽大阪府ソロコンテスト金賞地区

代表

◆美術工芸

▽大阪府高校美術工芸展奨励賞

▽大阪府高校芸術文化祭入選

（2回戦)商大高3-1豊中

▽大阪高校新人大会

（1回戦)関大北陽1－O豊中

▽豊中大会

（1回戦)豊中2-0千里青雲

（2回戦)履正社1－o豊中

◆女子ハンドボール

▽新人大会(北ブロック大会）

咲くやこの花27-3豊中

北千里20-3豊中

◆バレーボール

(女子）

▽大阪高校新人大会

信太2-o豊中

近大付属2-1豊中

佐野2-O豊中

▽大阪府新人戦

寝屋川2－O豊中

▽大阪公立高校大会

吹田東2－O豊中

三島2－O豊中

◆バスケットボール

(男子）

▽大阪高校総合体育大会

豊中65-54今宮工科

関西創価96-94豊中

▽さつき杯

四峰畷74-52豊中

金岡144-29豊中

豊中40-39三島

豊中54-27箕面東

豊中39-29吹田東

高槻北45-4O豊中

▽豊中会長杯

（2回戦)豊中59-58山田

（3回戦)豊中93-43金光大阪

（4回戦)薫英女学院128-26豊中

中央大会

（1回戦)豊中59-29泉陽

（2回戦)大塚67-55豊中

◆男子硬式テニス

▽春季赤坂杯

シングルス本戦3位

演技2位

個人戦2位

▽新人大会兼全国撰抜大会予選

団体戦3位

個人戦2位

全国大会出場決定

◆陸上

▽大阪高校総体

1

㈲
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－ 衝鍛仙…i
ダンス部かなりな運動量なのに、芸術性が高いからな

《
一
屋ヲ.ンス剤 詞因

のか文化部の扱いとなっているのにまず驚きました。その

メンバーが､今年度､初出場にして日本唯一の選手権大会、

ダンススタジアム全国大会に進出したと報じていました。

平成23年8月3日(水)神戸文化ホール、ダンススタジア

ム西日本予選大会が行われ、全国大会出場の切符を争い

46校が参加しました。やりきった演技の後の審査発表、

最後の2校の発表となり、あきらめかけたそのとき、なん

と豊中高校の名前が呼ばれ、東京での決勝大会進出が決

まりました。

決勝大会は、8月24日(水)渋谷C.C.LEMONホール

にて行われました。自ら勝ち得たレベルの高い演技の大会

の雰囲気に囲まれ、さらに演技の力量をあげる熱意に火

をつけられ臨みました。入賞には至りませんでしたが、仲

間と共に精一杯に努力し、築き上げたステージに悔いはな

く、むしろ彼女たちの喜びの記録となりました。

剣道部8月14日(日)、夏盛りの暑い中、大阪府下の公

立高校が集う正思大会が、堺市初芝体育館で熱戦が行わ

れました。豊中高校からは初心者も含め、男子3チーム、

女子1チームの(1チーム5名)高校団体戦に出場しました。

4月に防具をはめ始めたばかりの女子一年生初心者も堂々

と強豪相手に果敢に攻めるような試合ぶりをはじめ、同じ

仲間の互いのチームカ垣いの士気を高め合っていました。

参加した有段者ばかりの男子Aチームが、予選リーグ勝ち

残り、男子32チーム中、見事3位入賞を果たし、大将(当

時部長)が優秀選手賞を受賞しました。

（平成23年度｢PTAブログ｣を賑やかに彩っていた記事よ

り2件ご紹介します）
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豊中高校
倉l立100周年の夢

成
果
が
定
着

中
羽
回
藤
上
幸
作

今
か
ら
叩
年
先
の
豊
高
の
進
学
状
況
は
、

難
関
校
と
さ
れ
る
有
名
大
学
（
東
大
・
京
大
・

阪
大
な
ど
）
へ
の
合
格
者
は
目
白
押
し
で
あ
ろ

う
と
推
測
さ
れ
る
。
最
近
の
大
阪
府
下
の
教

育
行
政
の
変
革
に
よ
っ
て
重
点
校
加
校
を
選

ん
で
テ
コ
入
れ
さ
れ
た
結
果
、
そ
の
成
果
が

実
を
結
び
定
着
す
る
時
期
と
思
わ
れ
る
。
も

ち
ろ
ん
豊
高
の
受
験
生
な
ら
び
に
指
導
さ
れ

る
教
職
員
の
努
力
が
あ
っ
て
こ
そ
期
待
さ
れ

る
こ
と
で
あ
る
。
進
学
成
績
が
高
校
の
世
間

的
評
価
を
決
定
す
る
世
の
な
ら
い
、
豊
高
の

関
係
者
に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
夢
で
は
な
い

か
。

韓
国
や
北
朝
鮮
、
さ
ら
に
は
中
国
の
青
年

が
、
素
晴
ら
し
い
頭
脳
を
持
っ
て
ア
メ
リ
カ

の
大
学
教
授
の
も
と
に
続
々
と
集
ま
る
。
近

頃
は
日
本
の
青
年
が
少
な
い
と
か
。
心
配
で

あ
る
。
現
役
の
政
治
家
が
心
を
痛
め
て
い
る

と
か
。
高
校
の
進
学
成
績
は
単
な
る
お
母
さ

ん
達
の
う
わ
さ
話
じ
ゃ
な
く
、
国
家
的
な
問

題
な
の
だ
！
大
阪
府
下
の
高
校
の
進
学
成
績

が
日
本
の
将
来
に
か
か
わ
る
、
と
言
わ
れ
て

は
高
校
の
教
師
も
漫
然
と
で
き
な
い
ね
！

（
１
９
５
１
～
１
９
９
０
年
、
本
校
数
学
科
教
諭
）

バ
ラ
ン
ス
よ
い
高
校
生
活

高
羽
期
中
西
敬

卒
業
し
て
早
や
弱
年
、
ま
だ
ま
だ
若
輩
者

で
あ
る
と
思
っ
て
い
た
の
が
、
い
つ
の
間
に
か

け
つ
こ
う
な
先
輩
（
年
齢
）
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
仕
事
の
関
係
や
大
学
で
（
い
く
つ
か

の
大
学
で
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
）
、
豊
中
高

校
の
卒
業
生
に
会
う
機
会
が
あ
り
ま
す
。
な

に
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
先
輩
・
後
輩
の
関
係

に
あ
る
こ
と
が
分
か
る
と
、
相
手
と
の
接
し

方
が
大
き
く
変
わ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
ほ

と
ん
ど
の
方
が
素
晴
ら
し
い
先
輩
、
後
輩
そ

し
て
学
生
諸
君
で
あ
り
、
関
係
が
深
ま
り
ま

す
。
豊
中
高
校
が
母
校
で
よ
か
っ
た
と
感
じ

る
時
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に
、
出

身
高
校
は
「
豊
高
で
す
わ
」
と
少
し
だ
け
自
慢

気
に
言
え
る
時
。
同
期
が
集
ま
り
、
カ
ラ
オ

ケ
で
ま
ず
「
輝
～
け
風
と
光
・
・
・
」
と
ア
カ

ペ
ラ
で
歌
う
時
。
北
原
白
秋
記
念
館
で
校
歌

の
レ
コ
ー
ド
が
展
示
し
て
あ
る
の
を
見
つ
け

た
時
・
・
・
等
々
、
う
れ
し
い
で
す
ね
。

人
生
に
お
け
る
基
本
的
な
考
え
方
や
行
動

パ
タ
ー
ン
の
多
く
の
部
分
が
形
づ
く
ら
れ
る

高
校
生
活
（
こ
の
よ
う
に
感
じ
る
の
は
私
だ
け

で
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
）
、
そ
ん
な
大
切
な
、

ま
さ
に
青
春
を
過
ご
せ
て
よ
か
っ
た
と
思
え

る
母
校
。
質
実
剛
健
、
勉
学
の
み
な
ら
ず
部

無
限
の
可
能
性

高
諏
期
亀
井
圭
子

時
計
の
針
を
戻
せ
る
と
し
た
ら
何
時
に

戻
っ
て
何
を
し
た
い
か
と
聞
か
れ
れ
ば
、
迷

わ
ず
、
豊
中
高
校
に
入
学
し
た
と
き
に
戻
っ

て
、
も
う
一
度
、
あ
の
３
年
間
を
過
ご
し
た

い
と
答
え
る
。
（
定
期
試
験
も
大
学
入
試
も
も

う
カ
ン
ペ
ン
し
て
ほ
し
い
が
…
）

な
お
、
私
自
身
は
勉
学
側
に
振
れ
る
こ
と

な
く
、
反
対
側
に
振
れ
っ
ぱ
な
し
の
極
め
て

楽
し
い
高
校
生
活
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
Ｎ
Ｐ
○
法
人
人
と
自
然
と
ま
ち
づ
く
り
と
副
代
表
理
事
、

徳
島
大
学
大
学
院
・
近
畿
大
学
講
師
ほ
か
）

活
や
遊
び
、
い
ず
れ
に
偏
る
こ
と
な
く
、
悩

み
な
が
ら
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
振
れ
る
振
り
子

の
よ
う
な
高
校
生
活
が
過
ご
せ
る
、
そ
ん
な

豊
中
高
校
で
あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

イラスト:鈴木干裕
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あ
の
こ
ろ
の
よ
う
に
バ
カ
話
を
す
る
だ
け
で
、

日
当
た
り
の
よ
い
教
室
で
の
ん
び
り
お

し
ゃ
べ
り
。
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
だ
っ
た
物
理

の
授
業
。
４
時
間
目
が
自
習
だ
と
食
堂
に
ご

は
ん
を
食
べ
に
行
っ
て
も
よ
く
、
大
喜
び
で

み
ん
な
で
食
堂
に
行
っ
た
こ
と
。
さ
ら
に
食

後
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
。
文
化
祭
や
修
学
旅

行
も
も
ち
ろ
ん
大
事
な
思
い
出
だ
け
ど
、
浮

か
ん
で
く
る
の
は
毎
日
の
学
校
生
活
の
何
気

な
い
ひ
と
コ
マ
だ
っ
た
り
す
る
。
こ
の
先
ど
ん

な
進
路
で
も
選
べ
て
、
時
間
は
余
る
ほ
ど
あ
っ

て
。
自
由
に
夢
を
描
け
る
幸
せ
。
あ
の
頃
に

も
う
一
度
戻
れ
た
ら
…

卒
業
し
て
、
大
学
、
会
社
…
と
世
界
も
人

脈
も
広
が
っ
て
も
、
も
っ
と
も
気
の
置
け
な

い
の
は
、
や
は
り
、
高
校
時
代
唱
歳
か
ら
ず
っ

と
つ
な
が
っ
て
き
た
友
だ
ち
だ
。
利
害
も
な

に
も
な
く
、
心
を
開
い
て
語
り
合
え
る
、
大

切
な
友
だ
ち
。
深
刻
に
話
し
合
わ
な
く
て
も
、

トー－－－－－

素
敵
な
学
校
に
高
校
３
年
生
鈴
木
千
裕

私
は
豊
中
高
校
が
と
て
も
好
き
で
す
。
歴

史
あ
る
豊
中
高
校
の
卯
周
年
と
い
う
節
目
に

立
ち
会
え
た
こ
と
を
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い

明
日
も
が
ん
ば
ろ
う
！
っ
て
気
持
ち
に
な
れ

る
。

こ
れ
ま
で
も
、
こ
れ
か
ら
も
、
多
感
な
高

校
生
が
悩
み
な
が
ら
学
び
、
部
活
動
に
打
ち

込
み
、
友
だ
ち
と
時
を
忘
れ
て
語
り
合
っ
て

き
た
母
校
。
「
教
育
者
の
醍
醐
味
は
、
教
え
子

が
大
臣
に
で
も
宇
宙
飛
行
士
に
で
も
な
れ
る

可
能
性
を
持
っ
て
い
る
こ
と
だ
。
自
分
の
教

え
た
こ
と
が
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
の
が
嬉

し
い
。
」
と
、
担
任
の
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い

た
。
学
び
舎
の
姿
は
変
わ
ら
な
く
と
も
、
そ

こ
か
ら
無
限
の
可
能
性
が
広
が
っ
て
い
く
。

（
毎
日
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

私
は
豊
中
高
校
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
生
徒

が
素
直
で
と
て
も
楽
し
い
高
校
生
活
を
送
れ

る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
体
育
大
会
や
文
化

祭
、
修
学
旅
行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
た
び
に
み
ん
な
が
ま
と
ま
っ
て
自
分

た
ち
で
盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

は
素
晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
何
か
に
向
か
つ

ま
す
。

て
一
所
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
み
ん
な
の
笑

顔
ほ
ど
舷
し
い
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

豊
中
高
校
に
入
学
し
て
か
ら
の
２
年
間
で

た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き
ま
し
た
。
部
活

に
燃
え
、
勉
強
も
頑
張
り
、
大
切
な
友
達
を

得
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
、
年
で
社
会
は
変
わ
り
、
豊

中
高
校
も
変
わ
っ
て
ゆ
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
生
徒
た
ち
が
誇
り
に
思
え
る
素
敵
な
学

校
に
な
っ
て
い
っ
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
百

周
年
に
向
け
て
豊
中
高
校
の
さ
ら
な
る
発
展

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

世
界
で
活
躍
す
る
人
材
を

豊
中
高
校
前
校
長
高
橋
克
夫

こ
れ
か
ら
大
阪
府
・
大
阪
市
の
統
合
が
進

む
中
で
、
急
ピ
ッ
チ
で
教
育
制
度
の
改
革
が

行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
豊
中
高
校
も
、
変
化

を
先
取
り
し
、
さ
ら
な
る
改
革
を
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
平
成
二
十
六
年

度
入
学
者
選
抜
よ
り
、
学
区
制
が
廃
止
さ
れ
、

現
在
の
文
理
学
科
同
様
、
普
通
科
も
府
内
全

域
か
ら
受
験
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
普

通
科
が
な
く
な
り
、
す
べ
て
文
理
学
科
だ
け

に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
豊
中
中
学
・
高

校
の
歴
史
を
辿
れ
ば
、
地
元
豊
中
市
と
と
も

に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
豊
中
市
民
の
多
く
は
、

豊
中
高
校
を
誇
り
に
思
わ
れ
て
い
ま
す
。
将

来
に
わ
た
っ
て
地
元
か
ら
愛
さ
れ
、
信
頼
さ

れ
る
学
校
で
あ
り
続
け
て
ほ
し
い
と
願
い
ま

す
。

近
い
将
来
、
豊
中
市
を
中
心
と
し
た
地
域

か
ら
生
徒
が
集
ま
る
中
高
一
貫
校
と
し
て
名

乗
り
を
挙
げ
る
こ
と
は
、
豊
中
高
校
が
さ
ら

に
発
展
し
て
い
く
た
め
の
選
択
肢
の
一
つ
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
中
高
六
年
間
で
、
豊
中

中
学
・
高
校
の
伝
統
で
あ
る
質
実
剛
健
、
協

同
進
取
の
精
神
に
基
づ
い
た
文
武
両
道
を
追

及
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
を
育

成
す
る
た
め
の
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
で
き
ま
す
。

最
後
に
、
創
立
百
年
の
夢
を
挙
げ
て
み
ま

し
た
。
①
生
徒
の
第
一
志
望
大
学
合
格
率
が

大
阪
府
立
高
校
恥
１
②
中
高
一
貫
校
の
実
現

③
海
外
帰
国
子
女
の
受
入
枠
が
で
き
る
④
高

校
卒
業
後
、
海
外
の
大
学
に
入
学
す
る
生
徒

が
現
れ
る
⑤
在
校
生
が
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
等

に
出
場
・
入
賞
⑥
近
畿
大
会
、
全
国
大
会
、

甲
子
園
等
に
、
以
上
の
ク
ラ
ブ
が
出
場
⑦
国

際
舞
台
で
活
躍
す
る
新
た
な
人
物
が
、
人
以

上
現
れ
る
⑧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
が
な
く
外
部

か
ら
運
動
場
・
校
舎
が
見
え
る
⑨
校
舎
の
建

替
え
⑩
一
億
円
の
寄
付
が
集
ま
る
。

（
２
０
０
８
年
４
月
～
２
０
１
２
年
３
月
校
長
）
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ｌ
も
う
一
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
就
任
間
も

な
く
の
大
災
害
。
国
家
公
安
委
員
長
と
し

て
の
ご
苦
労
は
大
変
で
し
た
ね
。

本
当
に
大
変
で
し
た
。

国
務
大
臣
・
国
家
公
安
委
員
長
に
就
任

し
た
の
が
１
月
叫
日
。
そ
の
就
任
早
々
の

３
月
ｕ
日
に
東
日
本
大
震
災
が
発
災
し
、

即
座
に
警
察
庁
に
警
備
本
部
を
設
置
し
て

連
日
連
夜
の
対
策
に
忙
殺
さ
れ
ま
し
た
。

連
日
、
全
国
か
ら
５
，
０
０
０
名
の
警

察
職
員
と
多
数
の
パ
ト
カ
ー
を
動
員
し
、

被
災
地
３
県
（
岩
手
、
宮
城
、
福
島
）
の
警

察
８
，
０
０
０
名
と
協
力
。

被
災
者
の
救
出
、
救
助
、
行
方
不
明
者

の
捜
索
（
今
も
続
い
て
い
ま
す
）
、
ご
遺
体

の
検
視
と
身
元
確
認
、
被
災
地
の
通
信
網

の
確
保
、
パ
ト
ロ
ー
ル
、
交
通
規
制
と
交

通
整
理
、
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
う
対
応
、
避
難
所
の
安
全
と
避
難

者
の
相
談
、
物
資
の
輸
送
等
、
様
々
な
活

ロ
・
■
■
０
ｂ
■
Ｆ
日
・
Ｉ
日
日
Ⅱ
●
Ⅱ
．
ｑ
Ⅱ
０
１
０
厘
日
０
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
０
１
０
ｌ
Ｆ
ｐ
‐
０
，
ｐ
Ｌ
０
０
ｌ
ｌ
Ⅱ
，
０
１
８
１
１
１
１
０
口
■
■
■
０
１
凸
■
■
■
Ｉ
■
。
ｑ
・
■

祁
囚
針
路
》

宝
潔

層←

周
期
衆
議
院
曾
中
野
寛
成
さ
ん

ｌ
現
在
は
「
憲
法
調
査
会
」
の
会
長
。
ど
ん

な
こ
と
が
当
面
の
課
題
で
す
か
？

昨
年
９
月
に
内
閣
（
大
臣
）
か
ら
党
に
戻

り
、
さ
っ
そ
く
民
主
党
憲
法
調
査
会
会
長

を
は
じ
め
、
社
会
保
障
と
税
一
体
改
革
調

査
会
の
会
長
代
行
、
税
制
調
査
会
会
長
代

行
（
政
府
税
制
調
査
会
を
兼
務
）
。
今
年
に

入
っ
て
か
ら
行
政
改
革
調
査
会
会
長
も
つ

と
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

社
会
保
障
改
革
、
税
制
改
革
、
行
政
改

革
は
い
ず
れ
も
国
民
生
活
、
経
済
、
国
家

財
政
に
か
か
わ
る
重
大
な
課
題
で
す
が
、

憲
法
は
国
家
の
根
幹
や
国
の
仕
組
み
に
か

か
わ
り
ま
す
の
で
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
お
り
ま
す
。

憲
法
調
査
会
の
当
面
の
課
題
は
、
先
ず

憲
法
改
正
手
続
要
件
（
憲
法
％
条
）
の
整
備

で
す
が
、
そ
の
際
国
民
投
票
の
資
格
を
肥

動
を
展
開
し
ま
し
た
。

特
に
若
い
警
察
官
や
女
性
警
察
官
を
含

め
て
そ
の
献
身
的
な
活
動
は
多
く
の
被
災

者
の
皆
さ
ん
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
、
子

ど
も
た
ち
が
「
大
き
く
な
っ
た
ら
警
察
官

に
な
り
た
い
」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
は

感
動
的
で
し
た
。

私
も
た
び
た
び
現
地
を
訪
れ
激
励
す

る
と
と
も
に
、
特
に
厳
し
い
作
業
に
た
ず

さ
わ
っ
た
警
察
官
や
ご
家
族
に
手
紙
を
書

き
、
全
国
の
警
察
が
心
を
一
つ
に
で
き
た

と
言
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
興
と
被
災
者

の
皆
様
の
ご
健
勝
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 P
ｌ
「
成
年
の
年
齢
を
把
歳
に
引
き
下
げ
る
」

こ
と
も
大
き
な
テ
Ｉ
マ
と
聞
き
ま
す
。
例

え
ば
豊
高
の
卒
業
式
が
終
っ
た
ら
目
前
の

大
学
受
験
も
あ
る
が
、
選
挙
権
あ
る
年
齢

と
し
て
国
政
に
参
画
す
る
の
だ
ぞ
！
と
な

り
ま
す
ね
。
後
輩
に
ど
ん
な
こ
と
を
期
待

さ
れ
ま
す
か
。

成
年
の
年
齢
を
肥
歳
に
引
き
下
げ
る

た
め
に
は
民
法
や
刑
法
を
は
じ
め
と
し
て

３
０
０
以
上
の
法
令
を
改
正
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
権
利
に
は
新
し
い

義
務
も
伴
い
ま
す
の
で
慎
重
な
検
討
と
議

論
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
ね
。

国
民
投
票
権
や
公
職
選
挙
法
に
も
と
づ

く
投
票
権
を
先
行
さ
せ
る
こ
と
が
現
実
的

だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
世
論
調
査
で
は
ま
だ
大
多
数
が
反

対
の
よ
う
で
す
が
、
高
校
に
お
け
る
憲
法

学
習
の
充
実
が
必
要
だ
と
も
考
え
ま
す
。

現
役
豊
高
生
が
ど
う
お
考
え
か
、
お
間

歳
以
上
と
す
る
こ
と
が
現
実
的
に
な
り
そ

う
で
す
。

内
容
的
に
は
新
し
い
人
権
（
環
境
権
・

知
る
権
利
・
ア
ク
セ
ス
権
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

権
な
ど
）
を
は
じ
め
、
現
在
の
衆
・
参
の

ネ
ジ
レ
に
よ
る
政
治
の
混
乱
と
停
滞
を
受

け
「
二
院
制
」
の
あ
り
方
、
一
票
の
格
差
、

憲
法
裁
判
所
の
設
置
、
大
災
害
や
有
事
の

際
の
国
家
緊
急
権
の
あ
り
方
、
地
方
分
権

な
ど
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

憲
法
９
条
（
戦
争
放
棄
）
へ
の
賛
否
が
と

か
く
注
目
を
集
め
ま
す
が
、
む
し
ろ
歴
史

的
な
大
転
換
期
を
迎
え
、
新
し
い
時
代
に

対
応
し
た
統
治
機
構
の
あ
り
方
や
新
し
い

権
利
の
検
討
こ
そ
急
務
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｉ
そ
も
そ
も
、
中
野
さ
ん
自
身
、
豊
高
時

代
か
ら
ど
ん
な
き
っ
か
け
で
政
治
家
を
目

指
さ
れ
た
ん
で
す
か
。

私
は
、
満
４
歳
の
時
、
長
崎
で
原
爆
の

被
害
に
遡
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
自
ら
も

被
爆
し
な
が
ら
治
療
に
専
念
す
る
医
師

に
あ
こ
が
れ
、
避
難
し
た
父
の
田
舎
が
無

医
村
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
当
初
は
医

師
に
な
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
が
、
学
校
の

ｌ
今
ほ
ど
政
治
の
役
割
の
大
事
な
時
は
な

い
。
な
の
に
政
治
家
は
悪
口
ば
か
り
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
国
の
た
め
に
政
治
家
を
志

し
た
い
と
い
う
後
輩
た
ち
に
、
先
輩
と
し

て
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
…
。

国
民
の
生
活
と
国
益
お
よ
び
世
界
平
和

を
守
る
た
め
に
政
治
と
政
治
家
は
重
要
な

使
命
を
担
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
世
界
的
に
激
動
と
金
融
経
済
の

危
機
の
中
で
、
日
本
は
東
日
本
大
霞
災
が

加
わ
り
、
政
治
の
役
割
は
一
段
と
重
大
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
も
昨
今
の
日
本
政
治
は
衆
・
参

の
ネ
ジ
レ
現
象
に
よ
り
極
め
て
効
率
が
低

下
し
、
閉
塞
感
に
つ
つ
ま
れ
政
治
不
信
が

極
限
に
達
し
て
い
る
こ
と
は
誠
に
残
念
で

す
。
私
も
政
治
家
の
一
人
と
し
て
心
苦
し

い
限
り
で
す
。

し
か
し
こ
の
国
難
を
打
開
す
る
道
は
政

治
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

ど
う
ぞ
、
豊
高
生
の
皆
さ
ん
は
自
ら
の

将
来
を
左
右
す
る
政
治
や
経
済
に
関
心
を

も
っ
て
頂
き
、
「
憂
国
の
志
」
を
持
っ
て
国

政
や
地
方
自
治
に
大
い
に
進
出
さ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

き
し
た
い
も
の
で
す
。

ｌ
先
日
の
「
憶
念
の
記
念
碑
」
除
幕
式
に
出

席
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
幼
い
頃
だ
っ
た
と

は
い
え
、
長
崎
で
原
爆
を
体
験
さ
れ
た
中

野
さ
ん
の
思
い
は
…
。

先
の
質
問
に
も
お
答
え
し
ま
し
た
が
、

戦
争
で
若
い
生
命
が
絶
た
れ
る
こ
と
は
、

本
人
や
家
族
に
と
っ
て
も
堪
え
が
た
い
こ

と
で
す
し
、
社
会
に
と
っ
て
も
大
き
な
損

失
で
す
。

私
た
ち
の
「
学
び
」
の
究
極
の
目
的
は
、

多
種
多
様
な
「
友
」
を
、
世
界
に
、
歴
史
に
、

自
然
界
に
つ
く
り
、
心
を
豊
か
に
す
る
と

と
も
に
、
平
和
と
繁
栄
の
「
紳
」
を
つ
く
る

こ
と
で
す
。

素
質
に
恵
ま
れ
た
豊
高
生
の
皆
さ
ん
に

私
は
未
来
を
託
し
ま
す
。
そ
し
て
期
待
し

ま
す
。ど

う
ぞ
同
窓
の
友
を
大
切
に
し
、
力
を

合
わ
せ
て
頑
張
っ
て
下
さ
い
。

色
覚
検
査
で
色
覚
異
常
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
、
医
師
に
な
る
こ
と
が
当
時
で
き
な

か
っ
た
の
で
、
父
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、

父
か
ら
「
戦
争
や
原
爆
を
無
く
す
政
治
家

に
な
れ
。
政
治
家
に
な
れ
ば
こ
の
村
に
も

医
者
を
呼
べ
る
」
と
言
わ
れ
た
の
が
き
っ

か
け
で
す
。

そ
の
た
め
、
豊
高
時
代
に
は
生
徒
会
活

動
を
や
る
と
同
時
に
、
声
を
き
た
え
る
た

め
音
楽
部
に
、
身
体
を
き
た
え
る
た
め
柔

道
部
に
、
話
し
方
を
学
ぶ
た
め
放
送
部
で

活
動
し
、
芸
術
も
書
道
の
選
択
を
し
ま
し

た
。

結
構
、
そ
れ
ら
が
今
も
役
立
っ
て
い
ま

す
よ
。

豊陵会報VOL.9316



1

豊陵資料室だより，

第20尋”'…ノL

｢クラス特別展｣を終了
展示されなかったクラブのごとども

平
糊
篭
羅
婚
窯
擁
瞳

し
て
き
た
ク
ラ
ブ
を
中
心
と
す
る
「
特
別
展
」
は
幕
を
閉

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

増
学
級
に
よ
り
そ
の
教
室
を
正
規
の
授
業
で
使
う
こ

と
に
な
り
、
他
に
余
剰
教
室
を
見
出
せ
な
い
以
上
、
致

し
方
の
な
い
こ
と
で
あ
る
が
そ
れ
だ
け
に
、
こ
れ
ま
で

採
り
あ
げ
て
い
な
い
ク
ラ
ブ
の
関
係
の
方
が
た
に
は
申

し
訳
な
く
思
う
。

そ
こ
で
こ
れ
ら
の
ク
ラ
ブ
を
簡
単
に
紹
介
し
て
お
き

た
い
。学
灘
窪
既
蕊
謎
謹
需

も
し
ば
し
ば
出
場
し
た
体
操
部
。
着
実
な
活
動
を
続
け

て
き
た
卓
球
部
は
豊
高
の
文
武
両
道
の
一
翼
を
担
っ
て

い
た
。文
化
系
ク
ラ
ブ
で
も
多
く
の
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
活
躍
し
た
。
豊
中
中
学
時
代
の
「
星
の
会
」
に
起

源
を
持
つ
地
球
物
理
研
や
、
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
か
ら
始

■｢特別展｣で紹介した部・クラブと企面罵

第1回(平成16年)＝滑空、吹奏楽

アメフット(タッチソフト）

第2回(平成17年)＝送球(ハンド)、薙刀、新聞

第3回(平成18年)＝野球、陸上、鮫歌展」

第4回(平成19年)＝剣道、硬式・軟式庭球、

「松岡藤太郎先生展」

第5回(平成20年)＝バスケット、漫画イラスト、

「高17松下侃立氏似顔絵展｣

第6回(平成21年)＝サッカー、バレーボール

第7回(平成22年)＝バドミントン、柔道、

重量挙(ウエイトリフティング）
ま
っ
た
電
気
物
理
研
。
生
物
研
も
「
虫
の
会
」
以
来
の
伝

統
を
持
ち
、
歴
史
研
、
社
会
科
学
研
、
古
美
術
研
な
ど

と
と
も
に
文
化
祭
で
学
研
部
門
の
評
価
を
高
め
た
。

あ
る
時
期
に
は
演
劇
部
や
Ｅ
Ｓ
Ｓ
、
軽
音
楽
、
落
語

研
な
ど
が
花
形
と
し
て
の
活
躍
も
あ
っ
た
。
Ｅ
Ｓ
Ｓ
は

「
英
語
の
豊
高
」
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
対
外
的
に
も
評
価

は
一
局
か
つ
た
。

書
道
、
茶
道
な
ど
は
今
も
文
化
祭
の
側
面
を
飾
っ
て

い
る
。
地
味
な
が
ら
縁
の
下
で
豊
高
を
支
え
る
図
書
部

も
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。

最
後
に
新
興
の
ダ
ン
ス
部
が
早
く
も
昨
年
全
国
大
会

に
出
場
し
た
こ
と
を
紹
介
し
て
こ
の
稿
を
措
く
。

資
料
室
へ
の
寄
付

▼
中
肥
匿
名
氏

▼
中
お
上
田
雄
一
郎

▼
高
２
浅
井
由
彦
、
高
室
光
博
、
菊
池
洋
二
、

芝
池
博
司
、
青
池
会

▼
高
５
友
園
泰
治

▼
高
９
中
村
好
子

第8回(平成23年)＝ソフトボール、放送、愛鳩、

フェンシング、馬術、

崖術部ポスター」

■｢豊陵資料ヨからのお知らせ

過去10年間｢豊陵資料室｣は原則として月水木の午後開

放しておりましたが、今後必要に応じて開くことになり

ました。何かとご不便をおかけすることもありますがご

了承ください。

なおご覧になられる場合は事前に豊陵会事務局(電話・

FAX06-6849-4973)までご連絡くだされば、特別の場

合を除いてご要望に添えると考えております。

鋼材の電子商取引
営業マンの顔の見えるサイト
hanwa－steeLcom

<商社＞東証・大証一部上嶋

●阪和興業株式会社Foo7woRK7EﾊMWC肌NE7woRKを活かしてHANWACO.,LTD．
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■フオーラム豊高8期が納会
1999年に発足したフォーラムは、多くの同期生がそれぞれの経験と見

識を踏まえて時宜を得たテーマで発表する場であった。中でも多くの同期

生と恩師の出席を得て2003年に京都国際会議場で開いた特別例会は記

憶に残る。その後メンバーの環境も変わったので、2011年5月の第32回

をもって納会とした。（発起人を代表して）山口義

■2011バドミントン部○B○G会
昨年8月末に○B会が行われました。70名近くでの交流ができ、30期代

の○Gも新たに参加いただけるなど縦の繋がりを深めることができました。

12月に行われた豊中市の団体戦に男子2，女子1チームが出て、男子は

1部優勝、3部3位の快挙を成し遂げました。

これからもOBOG現役の交流を通じて縦の繋がりを大切に、そして｢久

しぶりにバドミントンがしたい｣という○B○Gのかたは気軽に連絡をくださ

い。（社会科山本卓也）

■豊陵クラブ(新聞部OB会）11月6日ﾎﾃﾙPﾌｲポﾘー
総会は正午定刻から開催、はじめにこの間に亡くなった会員を追悼して

黙とうを捧げました。

中学23回上田雄一郎さんの発声で乾杯の後、会食、懇談も母校豊中

高校創立90周年記念式典の模様や90周年記念誌の発刊、最近のニュー

ス、話題報告、近況報告と続き、校歌斉唱で幕を閉じました。

信12・山下五十六）

同期会クラブだより

■第15回豊三会(高3)総会11月11日ﾋﾙﾄﾝ大阪
46名が出席して開かれました。2年前の開催以降で19名の物故者があ

り、あまりの多さに驚くばかりです。次回は2年後で、第16回をもって最

後になるかもしれません。なお次回幹事長は浅野洋君です。（川島保春）

■高5期同窓会｢喜寿の集い」11月11日･神戸生田神社会館
64名が出席・神前で健康祈願の御敵いを受けて後パーティに移り、永

年医療に携わってこられた井町恒雄さんからこれからの余命を如何に愉し

く過ごすかのアドバイスを受けた。

40～50年ぶりに再会した人もいるので和会席を食しながら全員自己紹

介を行った。神戸牛のステーキは大好評であった。二次会に移り同窓でも

ある加藤隆久宮司から即興詩の披露があった。福引に続きカラオケに移り

延五時間大いに盛り上がり､お互いの健康を願い戸って散会した。
（前川巌）

■高24期・関東地区同期会のお知らせ

開催日時=平成24年9月29日(±）16時より

▼場所新宿三井クラブ

▼関東地区の方には7月に案内状送付いたします。同期の方にお声か

けの上、ご参加ください。

騨紫灘鳶職孟叩’
■高29｢卒業35周年大同窓劃の予告
日時=2012年11月3日(文化の日)12:30～14:30／

2次会15:00～17:00

▼会場,=ANAクラウンプラザホテル

▼5月下旬にご案内。住所変更などは早めに豊陵会事務局にご連絡く

ださい。

▼出欠の案内は9月頃発送の予定。（幹事=神戸裕子）

豊陵会報VOL.9320



同期会クラブだより
一
一

画面一

qb号守サリ

■｢京大豊陵会｣スタート
1月27日に高28上山信一慶腫義塾大学教授が京都大学未来フォーラム

に講演で来学された折に豊高○Bで上山氏を囲む会をもちました(写真)。

青山秀明教授(高24．理学研究科物理学･宇宙物理専攻)､柴田一成教授(高

25．理学研究科宇宙物理学専攻)をはじめとする京大教員の○Bも5名参加

■野球部○B会総会4月30日ｱｲポﾘｰで
久しく休会していた野球部○B会総会が開かれた。当日は山下達雄大先

輩(中23)から高校53期までの○B、○G計40人が出席。OB会長・岡本

重伸(高11)の挨拶で会は始まった。かつて阪急ブレーブスの球団運営に

携わっておられた山下先輩の昔話に始まり、副会長・明里一孝(高28)が

硬式から軟式野球部への変更を食い止めたエピソードを披露。かつてしご

かれた積年の恨み?はさておき、尊敬、畏怖の念もどこかに置き忘れた？

かのように、和気あいあいと会は盛況のうちに散会した。今後も総会を開

会して○B間の親睦を深め､後輩たちのバックアップに惜しみなく力を貸す。

OBで京大教

こ生徒のオー

ノたが、今後

し、これを機会に豊高との高大連携

員の連絡会｢京大豊陵会｣を組織しま

に協力する目的で、豊高

した｡一昨年･昨年は個別I

プンキヤンパス訪問・PTAの大学見学会にそれぞれ対応しましたが、今後

はSSHおよびGLHSに関連した連携や現役学生との交流も含め、可能な範

囲で対応したいと思います。（高26．鰻業研究科･村上章）OBはマスターズ甲子園大阪府予選を勝ち抜く。同じ豊高グラウンドの土

をなめた者同士､目指すは聖地.甲子園。思いはひとうだ。(敬称略）
（野球部○B会幹事長・高33古野公喜） ■｢高八会｣2012年総会

今年は4月16日(月)午後6時から千里阪急ホテルでZ年に1回の総会

です。斉藤良二先生をはじめ同期生94名が出席の予定です。同日の午後

3時からは25名が母校を訪問し、現在の豊高、豊陵会館、豊陵資料室、

同期の新宮晋君のモニュメント「風と光｣などを訪ねる企画をしています。

翌日には｢万博記念公園｣墳面大滝散詞｢ゴルフ（茨木高原カンツリー倶

楽部)｣｢麻雀大会｣などに集います。

今年から｢後期高齢者?｣に突入します。今後の総会はディナーからラン

チへの転換?を心がけていきたいと思っています。（村下(原田)克利）

■害高剣道部

新卒業生へ｢面手拭寄贈｣について会員の皆様へお願い

豊剣会(剣道部○B-OG会)では、一昨年豊高剣道部の近畿大会出場を

記念して胸いの胴｣を寄贈したところですが､このたび､新規卒業生力曜

剣会会員となることを歓迎し、会員としての意識を持ってもらいたいとの

気持ちから、今後、卒業年次生の部員に｢面手拭J(写真)を贈ることになり

･故榎原武雄氏の揮墓になる｢質ました。デザインは､豊剣会会員で中学9回･故榎原武雄氏の揮墓になるI

実剛圏の書を使わせていただき、紫地に白抜き仕上げとしました。「新

卒業生がこの精神を受け継ぐ人物たれ｣との期待を込めたつもりです。

規

こ

前回に引き続き会員の皆様の協力金をお願いの主旨をお汲み取り頂き、

いたします(面手拭の協力金は1,000円以上でお願いいたします)。

昨年3月25日に豊高剣道場で実施した○B・○Gと現役部員との｢第18

回響剣杯争奪大会jにおいて、第64期生の剣道部員全員に面手拭を贈呈

いたしました。

豊剣杯争奪大会(及びその後の総会･懇親会実施という形)は、本年1月

19日に逝去された豊剣会第二代会長の西村淳一先輩を中心に平成7年か

ら始まったもので、以後中断することなく今回継続できたのも、○B-OG

会員と顧問の先生方・剣道部員たちとの協同の賜物と考えております。

■高33｢燦燦会｣、卒業30周年の総会10月9日ｱｲﾎ゙ ﾘー

卒業470人のうち、

山本(敬称略)の4人の

アスリート、白髪頭の

200人を超える卒業生が出席。吉田、清水、西堀、

恩師の先生方も出席。すっかり体型が丸くなった元

昔のイケメン、高校時代と全く変わらぬ女バスのお

(豊剣会会長・高16大芝信雄）姉様…。昔話に花が咲き、ハンド部・井角君作成のスライドショーや、在

学当時の制服、新装なった現在の制服を33期生が纏った｢制服ショーjなど

豊剣会職
qgJ

で、記念パーティーは2時間以上にわたって盛り上がった。
1

33期同窓会を膝燦会｣としようと提案が承認された。「33期｣にちなみ、

まもなく50歳の節目を迎える仲間たちがにれから先の人生も、太陽の光

が燦々と降り注ぐように、輝いて行こう｣という思いがこめられている。5

ｔ
兆
一
笠
０
心

久
楓
身
▲
２
６
４
＄
良

人
艇
身
Ａ
２
令
４
？
＆実質 剛

年後、10年後にも｢燦燦会｣の同窓会を開こうと決まったが、昨秋以降、

大阪･東京で頻繁にプチ同窓会が開かれている。「燦燦会｣の仲間の結束

の固さがさらに深まっていることは間違いない。（古野公喜）
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豊陸山歩

「豊陵山歩｣は豊陵会レク鱒γ,警雷室震覇眠誕昏計

レーション活動から発展した｢山歩き｣の会です。

▼これからの予定5月5日(土)六甲▽6月2日(土)鎌ケ岳▽7月7

日(±)金剛山▽8月25～27日未定▽9月1日(土)箕ノ裏岳▽10月

6．7日大山▽11月4日(日)三輪山▽12月1日(土)三岳▽平成25年1

月6日(日)生駒山～十三峠▽2月2日(±)高森山▽3月2日(土)竜門岳

▽4月7日(日)住塚山。

日程・行き先を変更することがあります。豊陵会のホームページ

をご覧ください。集合は8，10月を除いて、原則阪急豊中駅前8時。

運営費一回200円。問い合わせ=大久保、中村(9期)芳野(12期)震

瀬(17期)まで。

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

去年の記録6月4日(土)兜・鎧岳=急な登りの山道。距離は短いが汗が

ふきでる山行だった．くだりも注意しながらきつい坂を下りた。下から見

ると鎧のような山塊と兜の形の山。

夏山は月山、お花畑の豊富なきれいな山でした。9月の男体山は大雨で、

10月に延期、東京から川島格さん(11期)と大原貞雄さん(17期)と紅葉を

楽しみました。（大久保）

■高21F組。京都南禅寺畔の｢八千代｣で
還暦宿泊クラス会

懐かしい24名が出席。担任の引野秀夫先生、北海道、関東甲信越、台

湾からの遠来組12名を含めての24名。午後4時半からの宴会はあっと言

う間に9時を回り、16名が宿泊。楽しい語らいが深夜まで続いた。F組は

豊高文化祭史上初のクラス参加で修学旅行紙｢東北路｣を発表｡今回復刻版

｢東北路｣にて全員の近況報告を掲載し配布した。（加堂裕規）

｢田んぼのアトリエ｣(風の彫刻展)盛況に終了
高8の彫刻家新宮晋さんが企画した｢田んぽのアトリエ(風の彫

刻展)｣が、昨年6月11日から9月25日の期間、三田で開催されま

した。テレビや新聞でたびたび紹介されましたので、行かれた方も

多かったと思います。

フィナーレは、秋の田んぽのなか、風の妖精達のパレードやジャ

ズコンサートも催され、参加者は稲刈りに参加したり、作品やかか

しを鑑賞したり、楽しい秋の一日を過ごしました。期間中会場を賑

わした50本の尻気のぼり｣は、宮城県美術館へ送られ、東北の空で

元気に泳いでくれるそうです。自然との共生を感じさせられたイベ

ントでした。（高16相馬康宏）

養雪口諮繍緬驚総垣難烹蝋
駐在時の感想､その後の人との結びつきを描いたエッセイ。

■｢設計力こそが品質を決める＝デンソー品質を支えるもう一つの力=」（高22

寺倉修著、日刊工業新聞社、2200円、11年7月刊）「設計力｣とは何か、

それを製品に結びつける｢設計者｣の技璽について体験をもとに､そのポイン

トを伝える。

ぜひ参加しませんか1－

豊陵会の各活動部会は｢－度手伝ってみようか!」と手を挙げてくださる

部会員を募集中です。お好きな部会に名乗り出てみませんか？

■陰陵会報j部会年1回の発行になりましたが取材･制作活動は年間ずっ

と続いています。

・パソコン・メールができる方は自宅との送受信で｢自宅参加｣も可能。

・母校内の事務局でワイガヤの編集作業は年齢を問わ或鋤0の楽しさ十分です。

■豊陵資料室開設10年を迎えました。新しい資料の計画的収集。3,000

点を超える資料の整備、「展示室｣の整頓・清掃、来館者の案内…。地味

ながらも大事な役目を果たします。

■IT部会塑陵会報の事務システムの充実、ホームページの管理運営侭

1Tに興味のある会員大歓迎です。

▼ご照会は豊陵会報事務局まで。月水金10時～15時にご連絡ください。

電話・FAX06-6849-4973

メールoffice@houryou.org

１
コ

Ｆ
ｒ
Ｌ

職鰯瑳凱踊必｜
公益社ご葬儀相談センター公益社千里会館公益社豊中会館

熟嘉鯛曇照恩妙鰯撫震
豊陵会報VOL.9322

まどころ葬儀を創造する。

吟公益社
Iく○EIくISHA

●監査役く社外〉森野寅彦(高10期）

●専務執行役員中島守（高22期）



-q=編集部会からお知らせとお願い=，ー

ー」

｢豊陵会報｣の誌面を刷新しました

雑誌スタイルで全面カラー化

豊陵会報は本号から、ご覧のとおり体裁・内容ともに大きく変

身しました。

本号へのご感想ご意見などをたくさんお寄せください。試行錯

誤を続けながらヨリ良い内容を目ざしてゆきます。

■｢豊陵会協力金｣に引き続きご協力を

年1回発行になって会員の皆さんとの｢対面｣力沙なくなった分、協力

金の収入が減少することを私どもは心配しています。

「豊陵会報｣には45年間以上にわたり、年2回の発行を通じて会員の

皆さまと対面し、印刷・発行の財源、ひいては豊陵会運営財源にも寄

与してきた歴史があります。協力金に対して発行回数の変更に関係なく

ご理解とご支援とをお願いします。協力いただいた会員氏名は従来通

り掲載してお礼に代えます。

なお直接の振込送金のほかに｢年間3千円の自動引落し制度｣(｢かつ・

かいしゅう'J)があります。豊陵会事務局にお問合せください。

■｢会員名簿｣勧誘で事務局からのお知らせ

豊陵会の皆さまから｢卒業生名簿を作るので住所などの返信回答を｣｢予

約申し込みを｣といった郵便が来ている、との照会があります。当豊陵会

とは何の関係もありませんのでお知らせします。豊陵会は｢会員名簿｣の発

行作業を外部に依頼することはありません。

編集後記
2人の新メンバーが加わり編集部会も新装開店で第93号ができま

した。とくに感謝したいのは｢時間がないので！」と締切りを急ぐ私

たちに関係の皆さんが協力くださって、例年の4月20日発行に間に

あったことです▼本号は新装開店の第1号。会員各位のご意見・提

案をもとに｢新しい革袋に新しい酒｣をいっぱい詰め込みたい、と

願っています。(G)

編集発行豊陵会報編集部大阪府立豊中高等学校・豊陵会事務局内

発行人永田武全

〒560-0011豊中市上野西2丁目5番12号

0(06)6849-4973(FAX.兼用）

ホームページhttp://www.houryou.org
メールアドレスoffice@houryou.orgまたはkaihou@houryou.org

印刷株式会社匿済堂

会員数（2012年3月1日現在）

総数30‘394人高校27,878人

中学1,839人旧職員482人

併中118人現職員77人

会報発行部数

発行部数23,000部

会員発送数21,300部

学校配布1.100部

大阪ガス指定工事会社

大阪ガス住宅設備機器特約店

ライフラインを支える組織、アメニテイを創造する

中井エンジニアリング株式会社

中井梅雄（高7期）

23平成24(2012)年4月20日発行

■ニュースや原稿は編集部専用メールアドレスに

豊陵会報編集部kaihou@houryou.org

会報編集部あての原稿・写真、照会などは編集部専用のメールアド

レスにお送りください。担当者は常駐でないので連絡・返事力握くなる

ことがあります。

郵送･ファクスによる投稿ももちろん大歓迎です。

▼同期会・クラス会・クラブ○B会のニュース=本号20ページを参考

にしてください。写真つき･字数は原則として250字まで。卒業期・

開催日・会場・投稿者氏名が必要です。

▼｢ひと｣欄の情報=会員の叙勲・慶弔など、身近な情報をお知らせく

ださい。

■編集部会の新メンバー

担当副会長=高15越智克司。委員=高8神保雅明(部会長)、

高3妹尾景行(副部会長)、高9大久保孝､高9南野陽子､高29姥名美佳、

高37南里吉彦、高15丸山幸夫(IT部会長)、高13中尾寛次(事務局長）

▼編集メンバー募集中！楽しく作る豊陵会報。ご連絡ください。

■本号から題字が変りました

秀島保雄さんの書です

豊陵会報の誌面刷新を機会に題字も変りました。書家で昭和45年

(1970)から平成3年まで母校で書道を担当された秀島保雄(号･踏波）

さんにお願いしました。これまでの題字と同じ作者です。

作者の言葉伝統校の同窓会にふさわしい重厚さの中にも藻とした

ものを表現しようと努めました。かつての生徒のみなさんが立派な

社会人として活離されており、私も大変嬉しく思っております。豊

陵会の益々のご発展を祈っています。

且」

~日1

●創立90年記念誌●

見て‘懐かしく、読んで90年を改めて知る1

昨年秋の創立90周年に刊行されました。

｡百周年につなぐ最近の資料を丁寧に満載。

創立90周年記念誌1,000円

･絵葉書は90年前の校舎写真、今の学校風景など

10枚セット500円

お申込み照会は豊陵会事務局まで

電話・FAX06-6849-4973

メールoffice@houryou.org

オールカラーA4版9bページ

絵葉書とセットで1,500円

販売中

信頼と技術

⑧望月隻設株式会社
〒530-0015

本社大阪市北区中崎西2丁目3番12号

TEL06(6375)2345(代表）

代表取締役会長望月靖允(高7期）

t

｢日



2010年12月IGospelChristmasConcert(第32回なにわブラック･ペツパーズ公演)より
一

喜麗護らご案内「
－

日時平成24年5月2ﾌ日（日)11時開会(受付10時15分~）
会場ホテルアイボリー3階ｵｰｷｯドﾎｰﾙ
（阪急豊中駅前・電話06-6849-1111）

会費6,000円

●同ホテルでの二次会の企画(会費2,000円)については､事務局にご相談ください。
皆様お誘い合わせの上、ご出席をお待ちしております。

ゴスペル・クワイア・ディレクター橋本エミ

豊中高校34期卒業、関西大学社会学部でミュージック・セラピーを研究。米国ボストンの音楽

大学でボーカル・パフォーマンス、ゴスペル、作編曲を学ぶ。米国の多くのクワイアと交流し、

本場のゴスペルを日本に紹介。1994年に自らのクワイアを結成し、ゴスペルコンテストにてグラ

ンプリ受賞多数。

なにわブラック・ペッパーズ

1994年11月結成。アフロ・ｱﾒﾘｶﾝｽﾀｲﾙのクワイア（聖歌隊)としては日本で草分け的グ

ループの一つ。年2回の定期公演の他、各地イベントに出演。第4回定期公演で｢大阪市舞台

芸術奨励賞｣を受賞、98.8大阪ブルーノート「ゴスペル・コンペテイーション｣でグランプリなど

受賞多数。来日ゴスペル・シンガーとの共演も多い。毎年、ニューヨークやシカゴの教会と交

流し､肌で感じた感動を伝えようと､活動を続けている。（高39期加藤真理子さんはここに所属、

出演されます）

●2012年総会に出席される方は、この用紙で下記事項
を明記の上、できるだけ｢ファクス｣または｢メール｣で
お返事ください。※｢出席はがき｣は、作っていません。

｢豊陵会総会｣の寄贈品提供のお願いご出席いただいた会員にとって会場でのオーク

ション．販売等は大きな楽しみです。つきましては、会員皆様に是非とも一品でも多く寄贈

品提供にご理解をいただき、ご協力をお願いいたします。

寄贈品は総会当日朝まで受付させて頂きますが、準備の都合上出来るだけ5月23日（水）

までに事務局必着でお願いいたします。

宗宗文部総会は6月23日(土）肇士会館で

中部支部総会は11月17日(士）名商グリルで

送信先FAX番号06-6849-49フヨ
･呼び出し音が聞こえたらスタートボタンを押してください。

メールアドレスo什ice@houryouoorg

2012年豊陵会総会に
出席します

(↓該当箇所に､/を入れてください）

口中学（）回生

口高校（）期生

口併中

口旧職員

口現職員

会員コード番号

氏名 (旧姓

メールアドレス

）

(出席の申込みは5月9日(水)までにお願いします）

－－

街並みや環境との調和を図りつつ、

さらに安全で快適な事業用空間の提供を目指しています。

'''二京阪神ビﾙデｨﾝグ株式会社
〒541-0048大阪市中央区瓦町四丁目2番14号

TEL;06-6202-7331

取締役会長永田武全（高校15期）

、

‐

。


